
そんな素晴らしい地球で、

海のごみが大きな問題と

なっています。

今、わたしたちに

何ができるのでしょうか？

すば

わたしたちが生きている地球には、

豊かで美しい海や川があります。

たくさんの生き物が棲んでいます。
す



マイクロプラスチック

まわりを見てみましょう。

草むらや砂浜には、ペットボトルや

お菓子の袋など、いろいろな

ごみが落ちています。

海には、たくさんのごみがありま
す。

プラスチックはさらに細かくなり、

『マイクロプラスチック』という

5ｍｍ未満のかけらになります。

生き物たちが、間違えて食べてしま

う危険があります。

１円硬貨 直径20㎜ ※実際のサイズ

マイクロ
プラスチック

5ｍｍ未満(長径)

小さくて軽いプラスチックは、

雨や風で飛ばされ、川から海に

流れていってしまいます。

日光や波にさらされ、ペットボトル

やビニールなどは、

ボロボロに崩れ、

細かい破片にな

ります。

ボロボロになった
プラスチック

まちがはへん

みまん

くず

かし ふくろ



生活ごみ

48%

漁具

7%

その他

45%

その他のごみ

生活ごみか分からない、

細かいプラスチックなど

漁具
網やロープなど

生活ごみ

ペットボトルや

プラスチック包装 など

『令和3年度
海洋プラスチックごみ
発生抑制対策調査
委託業務』より

ポイ捨てなどにより、

ごみが散らばりま

す。

散らばったごみは、

雨や風で運ばれ、

川に入ってしまいます。

プラスチックごみは、

波や日光にさらされ、

細かくなって、

やがてマイクロプラスチックに

なります。

ごみは川から海に運ばれ、

海を漂ったり、海底に沈み

ます。

海岸にも、たくさんのごみが

漂着しています。

ただよ

ほうそう

ひょうちゃく

ひょうちゃく

海には、

ペットボトルやレジ袋、お菓子の袋など、

ポイ捨てや持ち帰り忘れの生活ごみ(散乱ごみ)がたくさん。

ほとんどが、私たちの身近にあるプラスチックのごみでした。
さんらん

さんらん



散乱しているごみは、ほとんどが私たちの身のまわりのごみです。

身近なことから取り組み、地球をきれいにしましょう。

③私たちが考える問題

エサと間違えてごみを食べてし

まったり、ごみが体に絡まって

動けなくなってしまいます。

海や海岸のごみが増え続けると、たくさんの問題

が出てきます。

どんなことが問題になるか、考えてみましょう。

みんなで考えてみましょう

北海道環境生活部 環境局循環型社会推進課
〒060-8588 札幌市中央区北3条西6丁目 TEL.011-204-5198

自分には何ができるか、みんなで考えてみましょう。

から

まちが

①生き物への影響
えいきょう

②景色への影響
えいきょうけしき

海や海岸にごみが

あふれていると、

きれいな景色も

楽しめません。

けしき


